
ており、2023年度は4,157名、累計で19,674名の方にご来館い
ただきました。

価値創造基盤の強化：信頼される組織風土

　長谷工コーポレーションでは、明日香村へ2018年度か
ら「企業版ふるさと納税制度」を活用した寄付活動を行っ
ています。
　2023年度は、明日香村が推進する「世界遺産登録推進
プロジェクト」に関わる事業として、①飛鳥ハーフマラソ
ン事業、②閑散期誘客キャンペーン事業、③有害獣対策事
業、④安全対策事業に活用されています。

　長谷工コーポレーションは、日本初のノーベル物理学賞受
賞者である湯川秀樹博士が晩年を過ごした京都・下鴨神社近
くの旧宅を、博士の功績・足跡を後世に伝え、これからのわが国
の科学・技術・芸術の発展、人材育成のための施設として有効
に活用していきたいという国立大学法人京都大学（総長：湊 長
博）の考えに賛同し、企業の社会的責任のもと本旧宅を取得
し、2021年8月に京都大学へ寄付しました。
　2023年より、改築設計を株式会社安藤忠雄建築研究所（同

社は設計を京都大学に寄付）、施工を弊社グループの細田工務
店および京都において伝統的な和風建築物を手掛ける安井杢
工務店が担当し、後世に伝えていくための整備・改築工事に着
手、2024年3月に工事を完了させ京都大学へ引き渡しました。
博士とのゆかりを感じさせる部分などを残し、街の景観に寄与
することも目指しました。今後は「京都大学下鴨休影荘」とし
て、大学への賓客の対応や教職員の教育・研究や会議の場とし
て利用される予定です。

　1992年7月に長谷工コーポレーションが設立した（一財）ハウジングアンドコミュニテ
ィ財団（理事長：大栗育夫［長谷工コーポレーション相談役］、以下「当財団」）は、豊かな住環
境の創造に貢献することを目的とした一般財団法人です。世代を超えた良質な住環境をつ
くり、活力ある地域社会を構築するためには、市民の自発的な地域づくり、住まいづくりが
不可欠と考え、このような活動を支援することを社会的使命としています。
　具体的には、全国各地で多様な住まいづくりやコミュニティづくりを進めているNPOや
市民活動団体などを支援する助成事業のほか、活動団体とその支援組織・関連団体をつな
ぎ、相互の交流や協働を推進するためのネットワーク事業、住まいとコミュニティをテーマ
とする調査研究事業を実施しています。
　本格的な人口減少社会、少子高齢化社会を背景にした住まいとコミュニティに関する課
題は、地方都市のみならず、大都市やその近郊にも生じています。そこで、当財団では、これ
までの活動や事業実績を踏まえつつ、助成事業の充実も含め、多様な主体が連携やつながり
を意識することにより、豊かな住まい・地域づくりと活き活きとしたコミュニティの醸成に
寄与できるよう取り組んでいきます。

明日香村における企業版ふるさと納税の活用

「湯川秀樹博士旧宅」を京都大学に寄付
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　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向
けて、社長自らが出席する決算説明会の開催をはじめ、株
主・機関投資家・アナリストとの対話、各種の説明会などを
積極的に行っています。

　また当社ウェブサイトでは、決算説明資料・統合報告書等
の開示資料を英語版も含めて掲載するなど、適時かつ公平
な情報開示を行っています。

株主・機関投資家・アナリストとの建設的な対話

情報開示とエンゲージメント

2023年度の主なIR活動
項目 回数 内容

決算説明会 2 トップマネジメントが出席する決算説明会を年2回(5月/11月)実施

決算発表後ネットカンファレンス 4 四半期の決算発表日当日に年4回(5月/8月/11月/2月)実施

機関投資家面談 213 個別面談・電話取材・スモールミーティングなどを通じて、のべ213社の国内外機関投資家や
セルサイド・アナリストとの面談を実施

マンション市場説明会 2 年2回(9月/3月)実施

　長谷工マンションミュージアムは、長谷工グループの創業80
周年記念事業の一環として、2018年に東京都多摩市にオープ
ンしました。
　集合住宅の歴史や間取りの移り変わり、マンションの設計・施
工や修繕・建替えなど、マンションのあらゆることを「見て、触れ
て、感じて、学べる」日本で初めてのマンションミュージアムです。
　地域の皆様、取引先、国内外の住宅業界に従事する方など、
様々な立場の方にご来館いただいています。また、新入社員や
グループ会社の研修の他、外部からの研修目的の利用が広がっ

長谷工マンションミュージアムにおけるコミュニケーション

世界と日本の集合住宅の変遷を
紹介する「集合住宅の歩み」ゾーン

マンション防災コーナー

社会貢献活動

　長谷工グループは、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万
博）でのテーマ事業「シグネチャーパビリオン」にて、石⿊ 浩
テーマ事業プロデューサーがつくる「いのちの未来」館にプラ
チナパートナーとして協賛しています。また、長谷工コーポ
レーションが同館を設計協力・施工し、現物提供します。本パ
ビリオンではテーマ事業名として「いのちを拡げる」を掲げ、
50年後、1000年後のいのちの在り方を創造し、展示すること
で忘れがたいいのちの体験をお届けします。石⿊プロデュー
サーが取り組まれている最先端のIT・ロボット技術を基にし
た人間と社会の新たな在り方「いのちの未来」を他の協賛企業
とともに共創し、目指すべき人間とロボットが共存する未来
社会の住環境・住まいをシグネチャーパビリオン「いのちの未
来」館を通じて世界に発信していきます。

なお、設計については、石本建築事務所、設計協力 長谷工コー
ポレーション、施工については､長谷工グループの不二建設と
の共同施工(解体他、一部工事は除く)となります｡

住まいの社会課題を明確化し改善に貢献する「ハウジングアンドコミュニティ財団」 詳細はこちら▶︎

「飛鳥ハーフマラソン2024」の様子

2025年日本国際博覧会「いのちの未来」館にプラチナパートナーとして協賛

詳細はこちら▶︎
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